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は
じ
め
に

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
連
邦
が
激
し
い
「
内
戦
」
を
伴
い
つ
つ
解
体

し
て
か
ら
ほ
ぼ
二
〇
年
が
経
過
し
た
。
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ

ヴ
ィ
ナ
、
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
、
ク
ロ
ア
チ
ア
、
マ
ケ
ド
ニ
ア
、
ス
ロ

ヴ
ェ
ニ
ア
、
セ
ル
ビ
ア
と
い
う
す
べ
て
の
連
邦
構
成
共
和
国
に
加
え

て
、
セ
ル
ビ
ア
の
自
治
州
で
し
か
な
か
っ
た
コ
ソ
ヴ
ォ
ま
で
も
が
実

質
的
に
独
立
し
た
も
の
の
、
国
家
間
関
係
も
民
族
間
関
係
も
完
全
に

は
修
復
さ
れ
な
い
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
国
々
で
は
連
邦
時
代
の
諸
制
度
の
刷
新
が
行
わ
れ
て
き

た
が
、
学
校
教
育
も
例
外
で
は
な
い
。
と
り
わ
け
歴
史
教
育
に
お
い

て
は
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
民
族
に
共
有
さ
れ
る
広
範
な
地
域
史

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
国
民
史
へ
の
転
換
が
、
主
と
し
て
民
族
主
義
的
な

色
彩
を
帯
び
た
新
政
権
の
意
向
の
下
で
実
現
さ
れ
た
。
そ
れ
は
共
産

主
義
・
社
会
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
基
づ
く
テ
ー
ゼ
か
ら
の
「
脱
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
化
」
を
伴
う
も
の
で
も
あ
っ
た
（N

ajbar-A
gičić 

2000: 227

）。
連
邦
時
代
の
歴
史
認
識
が
ま
っ
た
く
新
た
な
も
の
に

置
き
か
え
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
い
ま
な
お
論
争
中
の
ト
ピ
ッ
ク

も
多
い
と
は
い
え
、
こ
う
し
て
拡
大
し
た
歴
史
認
識
の
相
違
は
、
一

九
九
〇
年
代
の
「
内
戦
」
を
助
長
し
た
要
因
の
一
つ
と
も
考
え
ら
れ

る
。ユ

ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
連
邦
時
代
か
ら
、
学
校
教
育
は
各
共
和
国
の

管
轄
下
に
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
お
よ
び
教
科
書
が
用

意
さ
れ
て
い
た＊

１

。
す
で
に
国
民
史
と
し
て
の
側
面
、
た
と
え
ば
ク
ロ

ア
チ
ア
で
は
ク
ロ
ア
チ
ア
史
、
セ
ル
ビ
ア
で
は
セ
ル
ビ
ア
史
が
重
視

さ
れ
て
い
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
が
、
広
範
な
地
域
史
と
し
て
の

特
集
︱

２ 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
と
国
民
国
家
の
歴
史
認
識

旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
国
と

第
二
次
世
界
大
戦
を
め
ぐ
る
歴
史
認
識

石
田
信
一 

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
（
あ
る
い
は
南
ス
ラ
ヴ
）
諸
民
族
史
の
視
点
は

共
有
さ
れ
、「
大
枠
の
歴
史
認
識
に
そ
れ
ほ
ど
の
違
い
は
見
ら
れ
な

か
っ
た
」（
柴 

一
九
九
六
：
一
三
二
）
と
さ
れ
る
。

し
か
し
、
前
述
の
通
り
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
紛
争
を
経
て
独
立

し
た
直
後
に
各
国
で
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
刷
新
さ
れ
、
新
た
な
教
科
書

が
作
成
さ
れ
た
結
果＊

２

、
現
在
で
は
個
々
の
事
象
に
対
す
る
評
価
や
認

識
に
大
き
な
隔
た
り
が
生
じ
て
い
る
。
一
九
九
〇
年
代
末
か
ら
ス
ロ

ヴ
ェ
ニ
ア
と
ク
ロ
ア
チ
ア
を
皮
切
り
に
同
じ
科
目
に
対
し
て
複
数
の

教
科
書
を
認
可
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
多
元
化
」
が
推
進
さ
れ
た
も

の
の＊

３

、
こ
う
し
た
隔
た
り
を
埋
め
る
役
割
を
十
分
に
果
た
し
て
い
る

と
は
言
い
難
い
。
全
般
的
に
南
ス
ラ
ヴ
諸
民
族
を
含
め
て
現
在
の
自

国
民
以
外
の
諸
集
団
が
教
科
書
に
登
場
す
る
機
会
は
激
減
し
、
と
く

に
ク
ロ
ア
チ
ア
の
場
合
、
そ
う
し
た
集
団
と
の
対
立
的
な
局
面
が
強

調
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
と
い
う
（K

oren 2001: 132

）。

本
稿
で
は
、
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
国
に
お
け
る
歴
史
認
識
の

変
化
と
相
違
が
も
っ
と
も
顕
著
に
見
ら
れ
る
第
二
次
世
界
大
戦
に
関

す
る
い
く
つ
か
の
ト
ピ
ッ
ク
、
具
体
的
に
は
「
ク
ロ
ア
チ
ア
独
立

国
」
と
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
、
抵
抗
運
動
と
し
て
の
チ
ェ
ト
ニ
ク
や
パ
ル

チ
ザ
ン
の
「
蛮
行
」
と
い
っ
た
問
題
を
取
り
上
げ
、
各
国
の
歴
史
教

科
書
に
お
け
る
具
体
的
な
記
述
を
比
較
・
分
析
す
る
。
連
邦
時
代
ほ

ど
で
は
な
い
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
は
歴
史
教
科
書
の
な
か
で
な
お

大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
る＊

４

。
し
か
し
、
各
国
の
教
科
書
に
基
本
的

な
レ
ベ
ル
で
異
同
が
生
じ
て
い
る
こ
と
は
、
た
と
え
ば
大
戦
中
の
犠

牲
者
数
に
関
す
る
数
字
だ
け
を
見
て
も
明
ら
か
で
あ
る＊

５

。
近
年
の
歴

史
学
の
成
果
を
参
照
し
つ
つ
、
義
務
教
育
段
階
で
使
用
さ
れ
る
歴
史

教
科
書
を
主
た
る
対
象
と
し
て
、
そ
れ
ら
に
反
映
さ
れ
て
い
る
歴
史

認
識
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
い
。

Ⅰ
ク
ロ
ア
チ
ア
独
立
国

一
九
四
一
年
四
月
六
日
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
王
国
は
ド
イ
ツ
、

イ
タ
リ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
枢
軸
軍
に
よ
る
大
規
模

な
攻
撃
を
受
け
、
予
期
し
な
い
形
で
第
二
次
世
界
大
戦
に
巻
き
込
ま

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
王
室
と
政
府
は
国
外
に
脱
出
し
、
ま
も
な
く

王
国
軍
も
降
伏
し
て
、
そ
の
国
土
は
周
辺
諸
国
に
分
割
・
占
領
さ
れ

た
。
そ
の
際
、
た
と
え
ド
イ
ツ
と
イ
タ
リ
ア
に
従
属
す
る
フ
ァ
シ
ス

ト
団
体
ウ
ス
タ
シ
ャ
の
傀
儡
政
権
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
独
自
の
国
家

を
創
設
し
て
最
大
の
版
図
を
得
た
の
は
ク
ロ
ア
チ
ア
で
あ
っ
た
。
ま

ず
、
こ
の
ク
ロ
ア
チ
ア
独
立
国
の
問
題
を
取
り
上
げ
る
。

一
九
九
〇
年
に
制
定
さ
れ
た
ク
ロ
ア
チ
ア
共
和
国
憲
法
は
、
前
文

に
お
い
て
七
世
紀
の
ク
ロ
ア
チ
ア
公
国
に
始
ま
る
ク
ロ
ア
チ
ア
国
家

ま
た
は
国
家
的
組
織
の
歴
史
を
書
き
連
ね
、
そ
の
連
続
性
を
強
調
し

て
い
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
歴
史
的
連
続
性
の
な
か
に
、
ク
ロ
ア

チ
ア
独
立
国
は
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
。
現
在
の
ク
ロ
ア
チ
ア
国

家
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
の
は
、
ク
ロ
ア
チ
ア
独
立
国
に
対
す
る
抵
抗
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運
動
と
し
て
の
ク
ロ
ア
チ
ア
人
民
解
放
反
フ
ァ
シ
ス
ト
全
国
評
議
会

（
Ｚ
Ａ
Ｖ
Ｎ
Ｏ
Ｈ
）
で
あ
る
。
一
九
九
〇
年
代
に
は
ク
ロ
ア
チ
ア
権

利
党
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
ク
ロ
ア
チ
ア
独
立
国
の
宣
言
が
な
さ
れ

た
四
月
一
〇
日
に
記
念
式
典
を
催
し
た
が
（Pavlaković 2008: 

118

）、
住
民
の
間
で
記
念
日
と
し
て
の
意
識
が
浸
透
す
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。

ク
ロ
ア
チ
ア
独
立
国
は
ク
ロ
ア
チ
ア
現
代
史
研
究
に
お
い
て
最
も

重
要
か
つ
論
争
的
な
ト
ピ
ッ
ク
で
あ
る
。
連
邦
時
代
に
は
ク
ロ
ア
チ

ア
独
立
国
を
め
ぐ
っ
て
全
面
的
に
こ
れ
を
否
定
す
る
公
式
の
マ
ル
ク

ス
主
義
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
ク
ロ
ア
チ
ア
国
家
の
創
設
を
評
価
す
る
在

外
ク
ロ
ア
チ
ア
人
ら
に
よ
る
郷
愁
的
・
弁
明
的
ア
プ
ロ
ー
チ
が
存
在

し
た
が
、
い
ず
れ
も
一
面
的
な
見
解
し
か
提
示
で
き
な
か
っ
た
と
さ

れ
る
（K

isić K
olanović 2002: 684

）。
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
こ

の
ト
ピ
ッ
ク
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
非
常
に
多
く
の
論
考
が
あ
ら
わ

れ
て
い
る
が
、
よ
り
多
面
的
な
見
解
を
提
示
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

か
は
判
断
が
難
し
い
。
ま
た
、
少
な
く
と
も
一
九
八
〇
年
代
末
に
始

ま
っ
た
ク
ロ
ア
チ
ア
独
立
国
に
お
け
る
犠
牲
者
の
数
お
よ
び
彼
ら
の

民
族
的
・
宗
教
的
帰
属
を
め
ぐ
る
論
争
は
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
に

お
け
る
第
二
次
世
界
大
戦
の
犠
牲
者
の
総
数
に
関
す
る
議
論
と
と
も

に
、
い
ま
な
お
続
い
て
い
る
。
こ
こ
で
は
ユ
ダ
ヤ
人
と
ロ
マ
に
加
え

て
、
全
人
口
の
三
分
の
一
を
占
め
る
セ
ル
ビ
ア
人
が
迫
害
の
対
象
と

な
り
、
犠
牲
者
の
多
く
を
占
め
た
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
（
ホ
ロ

コ
ー
ス
ト
と
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
問
題
は
次
章
で
取
り
上
げ
る
）。

ク
ロ
ア
チ
ア
独
立
国
に
関
す
る
記
述
が
最
も
く
わ
し
い
の
は
、
当

然
な
が
ら
ク
ロ
ア
チ
ア
の
教
科
書
で
あ
り
、
独
立
国
の
成
立
か
ら
経

済
的
・
文
化
的
状
況
、
抑
圧
的
な
政
治
の
実
態
に
触
れ
て
い
る
。

独
立
国
の
成
立
に
関
し
て
は
、
一
九
九
〇
年
代
の
教
科
書
に
は

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
王
国
に
よ
っ
て
断
絶
し
た
ク
ロ
ア
チ
ア
国
家
の

独
立
回
復
へ
の
願
望
が
背
景
に
あ
っ
た
と
す
る
説
明
が
見
ら
れ
た
。

現
在
で
は
同
じ
立
場
を
と
る
教
科
書
は
一
冊
の
み
で
あ
る
が

（Bekavac 2008: 97

）、
多
く
の
ク
ロ
ア
チ
ア
人
が
少
な
く
と
も
当

初
は
ク
ロ
ア
チ
ア
国
家
が
復
興
し
た
も
の
と
と
ら
え
て
独
立
国
を
支

持
し
た
と
い
っ
た
記
述
も
あ
る
（K

oren 2007: 125

）。
た
だ
し
、

ク
ロ
ア
チ
ア
独
立
国
が
「
独
立
」
と
は
名
ば
か
り
で
、
前
述
の
通
り

ド
イ
ツ
と
イ
タ
リ
ア
の
従
属
国
（
あ
る
い
は
傀
儡
、
衛
星
国
）
で

あ
っ
た
こ
と
は
、
ど
の
教
科
書
に
も
明
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
す

べ
て
の
教
科
書
が
、
ク
ロ
ア
チ
ア
独
立
国
で
は
ウ
ス
タ
シ
ャ
以
外
の

政
党
活
動
が
禁
止
さ
れ
、
指
導
者
ア
ン
テ
・
パ
ヴ
ェ
リ
チ
が
独
裁
的

な
権
限
を
持
っ
た
こ
と
や
、
イ
タ
リ
ア
と
の
ロ
ー
マ
合
意
で
ア
ド
リ

ア
海
沿
岸
の
広
大
な
領
土
を
失
っ
た
こ
と
な
ど
に
触
れ
て
い
る
。

文
化
的
状
況
に
つ
い
て
は
、
ウ
ス
タ
シ
ャ
政
権
の
厳
し
い
監
視
下

に
あ
り
、
多
く
の
反
体
制
派
知
識
人
が
排
除
さ
れ
た
こ
と
を
前
提
と

し
つ
つ
、『
ク
ロ
ア
チ
ア
百
科
事
典
』
な
ど
多
く
の
出
版
物
が
刊
行

さ
れ
、
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
必
要
か
ら
ラ
ジ
オ
や
映
画
が
発
達
し
た
な

ど
と
し
て
、
一
定
の
評
価
を
与
え
る
教
科
書
も
あ
る
（Bekavac 

2008: 100

）。
も
は
や
使
用
さ
れ
て
い
な
い
教
科
書
の
中
に
は
ユ
ー

ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
王
国
時
代
に
抑
圧
さ
れ
て
い
た
ク
ロ
ア
チ
ア
民
族
文

化
が
発
展
を
見
た
と
の
記
述
も
あ
っ
た
が
（M

atković 2003: 77 ; 
Jurčević 2004: 83

）、
現
在
で
は
そ
の
よ
う
な
形
で
肯
定
的
に
描
か

れ
る
こ
と
は
な
い
。

ウ
ス
タ
シ
ャ
政
権
の
抑
圧
的
な
政
治
に
関
し
て
は
、「
純
粋
な
」

ク
ロ
ア
チ
ア
人
国
家
を
形
成
す
る
た
め
に
セ
ル
ビ
ア
人
、
ユ
ダ
ヤ

人
、
ロ
マ
な
ど
を
迫
害
し
た
こ
と
、
ク
ロ
ア
チ
ア
人
や
ム
ス
リ
ム
を

含
む
反
体
制
派
の
政
治
家
や
知
識
人
も
弾
圧
し
た
こ
と
、
彼
ら
を
強

制
収
容
所
に
送
っ
た
り
殺
害
し
た
り
し
た
こ
と
な
ど
が
記
載
さ
れ
て

い
る
。
ク
ロ
ア
チ
ア
人
も
犠
牲
者
（
被
害
者
）
で
あ
る
と
の
立
場
が

強
調
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
イ
タ
リ
ア
支
配
地
域
で
ク
ロ
ア

チ
ア
人
に
対
す
る
抑
圧
的
政
策
が
実
施
さ
れ
た
と
い
う
記
述
も

（Bekavac 2008: 103-104

）、
こ
の
文
脈
で
と
ら
え
る
こ
と
が
可
能

で
あ
ろ
う
。

ウ
ス
タ
シ
ャ
政
権
に
対
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
関
与
は
、
し
ば

し
ば
論
争
と
な
る
テ
ー
マ
で
あ
る
。
ク
ロ
ア
チ
ア
の
教
科
書
で
は
、

大
戦
後
に
対
敵
協
力
の
有
罪
判
決
を
受
け
た
ザ
グ
レ
ブ
大
司
教
ア
ロ

イ
ジ
イ
ェ
・
ス
テ
ピ
ナ
ツ
の
評
価
が
焦
点
と
な
る
。
多
く
の
教
科
書

に
ス
テ
ピ
ナ
ツ
は
セ
ル
ビ
ア
人
や
ユ
ダ
ヤ
人
の
迫
害
に
抗
議
し
、
ウ

ス
タ
シ
ャ
に
協
力
す
る
聖
職
者
を
非
難
し
た
と
い
っ
た
記
述
が
見
ら

れ
る
。
ウ
ス
タ
シ
ャ
政
権
へ
の
最
大
の
敵
対
者
で
あ
っ
た
と
の
評
価

さ
え
あ
る
（Jurčević 2004: 84 ; Bekavac 2008: 101

）。
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
自
体
、
迫
害
さ
れ
た
人
々
を
匿
い
、
救
っ
た
と
い
う
記
述
が

目
に
つ
く
。
む
ろ
ん
、
こ
う
し
た
解
釈
に
は
異
論
も
多
く
、
セ
ル
ビ

ア
の
教
科
書
の
場
合
、
カ
ト
リ
ッ
ク
聖
職
者
の
中
に
は
セ
ル
ビ
ア
人

の
強
制
改
宗
を
行
い
、
そ
の
殺
害
を
容
認
し
た
者
さ
え
あ
っ
た
と
し

て
批
判
的
に
描
写
し
て
い
る
（Đ

urić 2010: 139

）。

な
お
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
の
教
科
書
の
場
合
、
ス
テ
ピ
ナ
ツ
と
同
じ

く
大
戦
後
に
対
敵
協
力
の
有
罪
判
決
を
受
け
た
リ
ュ
ブ
リ
ャ
ナ
司
教

グ
レ
ゴ
リ
ィ
・
ロ
ジ
ュ
マ
ン
お
よ
び
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
各
地
の
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
の
反
共
主
義
・
対
敵
協
力
の
問
題
に
一
定
の
分
量
を
割

い
て
い
る
（D

olenc 2003: 93 ; Razpotnik 2005: 103-104 ＊
６

）。
対

象
は
異
な
る
も
の
の
、
問
題
意
識
は
共
有
さ
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と

も
で
き
る
。

Ⅱ
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド

ク
ロ
ア
チ
ア
独
立
国
と
不
可
分
の
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ

て
き
た
の
が
、
前
述
の
セ
ル
ビ
ア
人
、
ユ
ダ
ヤ
人
、
ロ
マ
人
な
ど
の

迫
害
、
と
り
わ
け
大
量
虐
殺
の
問
題
で
あ
る
。
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ

ア
諸
国
の
歴
史
教
科
書
で
こ
の
問
題
に
関
す
る
言
及
が
な
い
も
の
は

存
在
し
な
い
。
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
す
る
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
は
も
と
よ
り
、

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
を
「
あ
る
人
種
・
民
族
・
宗
教
に
帰
属
す
る
人
々
を

物
理
的
に
消
滅
さ
せ
よ
う
と
す
る
大
規
模
な
殺
人
」
な
ど
と
定
義
づ

け
（Erdelja 2007: 262

）、
そ
の
実
態
を
か
な
り
く
わ
し
く
解
説
し
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て
い
る
。
む
ろ
ん
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
あ
る
い
は
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
が
問

題
と
な
る
の
は
、
ク
ロ
ア
チ
ア
独
立
国
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。

セ
ル
ビ
ア
の
教
科
書
は
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
に
関
わ
る
強
制
収
容
所

の
所
在
地
を
示
す
地
図
に
ヤ
セ
ノ
ヴ
ァ
ツ
、
ゴ
ス
ピ
チ
、
サ
イ
ミ

シ
ュ
テ
を
載
せ
て
い
る
（Đ

urić 2010: 129

）。
サ
イ
ミ
シ
ュ
テ
は
ク

ロ
ア
チ
ア
独
立
国
の
版
図
に
含
ま
れ
て
い
た
が
、
実
際
に
は
ド
イ
ツ

軍
の
支
配
下
に
あ
っ
た
。
ま
た
、
セ
ル
ビ
ア
の
歴
史
地
図
帳
に
は

「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
地
図
」
が
掲
載
さ
れ
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
各
地

の
強
制
収
容
所
七
〇
ヵ
所
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
四
〇
ヵ

所
程
度
が
ク
ロ
ア
チ
ア
独
立
国
に
あ
り
、
そ
の
周
辺
地
域
が
ウ
ス
タ

シ
ャ
に
よ
る
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
が
行
わ
れ
た
場
所
と
さ
れ
て
い
る

（Blagojević 2008: 100

）。
こ
の
「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
地
図
」
に
は
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ド
イ
ツ
、
ア
ル
バ
ニ
ア
、
イ
タ
リ
ア
、
ブ
ル
ガ
リ
ア

の
各
国
に
よ
る
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
が
行
わ
れ
た
場
所
も
あ
わ
せ
て
示
さ

れ
て
い
る
。
な
お
、
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
の
教
科
書
に

も
、
セ
ル
ビ
ア
と
同
じ
く
ヤ
セ
ノ
ヴ
ァ
ツ
、
ゴ
ス
ピ
チ
、
サ
イ
ミ

シ
ュ
テ
を
載
せ
た
地
図
を
提
示
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
（V

alenta 
2007: 119

）。

一
方
、
ク
ロ
ア
チ
ア
の
教
科
書
で
は
、
学
習
指
導
要
領
に
明
記
さ

れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
ヤ
セ
ノ
ヴ
ァ
ツ
の
名
前
が
必
ず
登
場
す

る
。
し
か
し
、
強
制
収
容
所
の
所
在
地
を
地
図
上
に
示
す
こ
と
は
珍

し
く
、
現
在
で
は
ヤ
セ
ノ
ヴ
ァ
ツ
、
ス
タ
ラ
・
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
カ
、

ヤ
ド
ヴ
ノ
、
メ
タ
イ
ナ
、
ス
ラ
ナ
等
を
載
せ
て
い
る
ア
ル
フ
ァ
社
の

も
の
が
唯
一
の
事
例
で
あ
る
（Bekavac 2008: 102

）。
歴
史
地
図

帳
に
お
い
て
も
、
同
じ
ア
ル
フ
ァ
社
が
ほ
ぼ
同
じ
地
図
を
掲
載
し
て

い
る
だ
け
で
あ
る
（Ivanković 2008: 32

）。
連
邦
時
代
の
歴
史
地

図
帳
が
ヤ
セ
ノ
ヴ
ァ
ツ
、
ス
タ
ラ
・
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
カ
、
ヤ
ド
ヴ

ノ
、
パ
グ
（
ス
ラ
ナ
）、
ス
レ
ム
ス
カ
・
ミ
ト
ロ
ヴ
ィ
ツ
ァ
等
の
強

制
収
容
所
の
所
在
地
を
掲
載
し
て
い
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
（Lučić 

1987: 45

）、
取
り
上
げ
方
が
後
退
し
た
よ
う
に
見
え
る
。

ヤ
セ
ノ
ヴ
ァ
ツ
強
制
収
容
所
が
あ
っ
た
場
所
は
、
現
在
メ
モ
リ
ア

ル
・
エ
リ
ア
と
し
て
記
念
博
物
館
や
教
育
セ
ン
タ
ー
が
設
け
ら
れ
て

い
る＊

７

。
連
邦
時
代
、
こ
の
収
容
所
に
お
け
る
犠
牲
者
の
数
と
し
て
し

ば
し
ば
引
用
さ
れ
た
の
は
七
〇
万
人
と
い
う
推
計
値
で
あ
っ
た
が

（Boban 1990: 333

）、
実
際
に
は
数
万
人
に
下
方
修
正
す
る
も
の
か

ら
一
〇
〇
万
人
を
超
え
る
と
す
る
も
の
ま
で
極
端
に
幅
が
あ
っ
た＊

８

。

現
在
ヤ
セ
ノ
ヴ
ァ
ツ
記
念
博
物
館
が
進
め
て
い
る
調
査
で
は
、
犠
牲

者
の
数
は
八
万
人
か
ら
一
〇
万
人
に
の
ぼ
る
と
推
計
さ
れ
て
お
り
、

す
で
に
八
万
九
一
四
人
の
個
人
デ
ー
タ
の
特
定
を
終
え
て
い
る＊

９

。
各

教
科
書
は
こ
う
し
た
成
果
を
盛
り
込
ん
で
、
六
万
人
か
ら
一
〇
万
人

（Erdelja 2007: 130

）、
七
万
二
千
人
（Bekavac 2008: 101

）、
八

万
人
か
ら
一
〇
万
人
（K

oren 2007: 128

）
と
い
う
数
字
を
あ
げ
て

い
る
。
ま
た
、
ヤ
セ
ノ
ヴ
ァ
ツ
の
犠
牲
者
に
関
し
て
、
各
教
科
書
の

表
現
に
は
違
い
が
見
ら
れ
る
。
多
く
の
ユ
ダ
ヤ
人
、
セ
ル
ビ
ア
人
、

ロ
マ
、
そ
し
て
反
フ
ァ
シ
ス
ト
志
向
の
ク
ロ
ア
チ
ア
人
が
犠
牲
と

な
っ
た
と
い
う
簡
潔
な
記
述
に
と
ど
め
る
も
の
か
ら
（Đ

urić 2007: 

90

）、
犠
牲
者
の
約
半
数
が
セ
ル
ビ
ア
人
で
、
残
り
は
ユ
ダ
ヤ
人
、

ク
ロ
ア
チ
ア
人
、
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
の
ム
ス
リ
ム
、

そ
し
て
ロ
マ
で
あ
っ
た
と
す
る
も
の
（Bekavac 2008: 101

）、
さ

ら
に
「
四
万
五
千
人
〜
五
万
二
千
人
の
セ
ル
ビ
ア
人
、
一
万
七
千
人

の
ユ
ダ
ヤ
人
、
一
万
人
の
ロ
マ
、
そ
し
て
一
万
人
の
主
と
し
て
ク
ロ

ア
チ
ア
人
と
ボ
ス
ニ
ア
人
か
ら
な
る
政
治
的
敵
対
者
」（K

oren 
2007: 126

）
と
い
っ
た
非
常
に
く
わ
し
い
も
の
ま
で
あ
る
。
い
ず
れ

に
せ
よ
、
ク
ロ
ア
チ
ア
人
も
ま
た
犠
牲
者
で
あ
っ
た
と
い
う
視
点
は

共
通
し
て
い
る
。

か
つ
て
セ
ル
ビ
ア
の
教
科
書
に
は
ヤ
セ
ノ
ヴ
ァ
ツ
に
お
け
る
犠
牲

者
の
推
計
値
を
五
〇
万
人
と
す
る
記
述
が
あ
っ
た
が
（Rajić 2005: 

162

）、
そ
の
後
の
改
訂
で
、
犠
牲
者
の
推
計
値
に
は
七
万
二
千
人
と

す
る
も
の
か
ら
一
〇
〇
万
人
と
す
る
も
の
ま
で
諸
説
あ
り
、
実
証
し

う
る
の
は
七
万
三
千
人
で
あ
る
と
い
う
記
述
に
変
わ
っ
て
い
る

（Đ
urić 2010: 153

）。
な
お
、
こ
の
教
科
書
が
用
い
て
い
る
「
セ
ル

ビ
ア
人
に
対
す
る
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
」
と
い
う
表
現
は
、
ク
ロ
ア
チ
ア

で
は
一
冊
だ
け
し
か
採
用
し
て
お
ら
ず
、
こ
こ
に
も
歴
史
認
識
の
ず

れ
が
生
じ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る＊

１0

。

そ
も
そ
も
、
セ
ル
ビ
ア
人
に
対
す
る
迫
害
の
実
態
に
関
し
て
は
、

ク
ロ
ア
チ
ア
の
教
科
書
で
は
必
ず
し
も
く
わ
し
い
説
明
が
あ
る
わ
け

で
は
な
い
。
強
制
収
容
所
へ
の
移
送
と
殺
害
に
つ
い
て
は
必
ず
言
及

が
あ
る
一
方
で
、
そ
の
前
段
階
と
も
い
う
べ
き
国
外
へ
の
強
制
移
住

や
カ
ト
リ
ッ
ク
へ
の
強
制
改
宗
に
触
れ
る
も
の
は
む
し
ろ
例
外
的
で

あ
る
（Erdelja 2007: 128

）。
こ
の
点
で
は
、
セ
ル
ビ
ア
の
教
科
書

が
セ
ル
ビ
ア
人
の
迫
害
の
実
態
、
す
な
わ
ち
セ
ル
ビ
ア
人
の
公
職
追

放
、
移
動
禁
止
、
腕
章
着
用
、
強
制
移
住
（
追
放
）
か
ら
始
ま
り
、

キ
リ
ル
文
字
の
使
用
禁
止
、
カ
ト
リ
ッ
ク
へ
の
強
制
改
宗
、
セ
ル
ビ

ア
正
教
か
ら
「
ギ
リ
シ
ア
東
方
信
仰
」
へ
の
呼
称
変
更
、
図
書
館
や

教
会
・
修
道
院
の
破
壊
、
さ
ら
に
は
強
制
（
絶
滅
）
収
容
所
へ
の
移

送
、
そ
こ
で
の
大
量
虐
殺
ま
で
を
詳
述
し
て
い
る
の
と
対
照
的
で
あ

る
（Đ

urić 2010: 151-152

）。
ま
た
、
セ
ル
ビ
ア
の
教
科
書
は
、
ヤ

セ
ノ
ヴ
ァ
ツ
収
容
所
で
は
セ
ル
ビ
ア
人
、
ユ
ダ
ヤ
人
、
ロ
マ
、
反

フ
ァ
シ
ス
ト
が
犠
牲
に
な
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
な
お
、
ス
ロ
ヴ
ェ

ニ
ア
で
も
、
ヤ
セ
ノ
ヴ
ァ
ツ
収
容
所
の
記
念
碑
の
写
真
を
載
せ
、
ウ

ス
タ
シ
ャ
が
純
粋
な
ク
ロ
ア
チ
ア
人
・
カ
ト
リ
ッ
ク
国
家
を
め
ざ
し

て
お
り
、
そ
の
た
め
に
セ
ル
ビ
ア
人
、
ロ
マ
、
ユ
ダ
ヤ
人
を
殺
し
た

と
解
説
し
て
い
る
教
科
書
が
あ
る
が
（Razpotnik 2005: 76

）、
一

般
的
な
傾
向
と
ま
で
は
い
え
な
い
。
こ
の
教
科
書
だ
け
が
、
ホ
ロ

コ
ー
ス
ト
全
般
に
関
し
て
も
く
わ
し
く
説
明
し
て
い
る
。

ク
ロ
ア
チ
ア
の
教
科
書
に
は
、
ク
ロ
ア
チ
ア
独
立
国
だ
け
で
な

く
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
が
行
っ
た
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
に
関
す
る
記
述
も

多
く
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
＝
ビ
ル
ケ
ナ
ウ
強
制
収

容
所
や
『
ア
ン
ネ
の
日
記
』
な
ど
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。「
第
三
帝

国
」
に
お
け
る
強
制
収
容
所
一
九
ヵ
所
、
絶
滅
収
容
所
六
ヵ
所
の
分

布
図
を
載
せ
て
い
る
も
の
も
あ
る
（Bekavac 2008: 116

）。
ク
ロ

ア
チ
ア
で
は
、
二
〇
〇
四
年
か
ら
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
解
放
記
念
日
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に
あ
た
る
一
月
二
七
日
を
「
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
記
憶
と
人
道
に
対
す

る
犯
罪
防
止
の
日
」
と
し
、
初
等
・
中
等
教
育
機
関
で
ホ
ロ
コ
ー
ス

ト
教
育
を
実
施
し
て
お
り＊

１１

、
多
く
の
教
科
書
が
こ
の
記
念
日
に
つ
い

て
も
言
及
し
て
い
る
。

ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
に
関
す
る
記
述
は
、
セ
ル
ビ
ア
の
教
科
書
で
も
同

じ
程
度
に
あ
る
。
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
に
関
わ
る
強
制
収
容
所
の
名
称
を

列
記
し
、
そ
れ
ら
の
所
在
地
を
示
す
地
図
を
掲
載
し
て
い
る
。
と
く

に
ク
ロ
ア
チ
ア
独
立
国
に
お
け
る
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
に
関
す
る
記
述
は

く
わ
し
く
、
ゴ
ス
ピ
チ
＝
ヤ
ド
ヴ
ノ
の
収
容
所
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お

け
る
事
実
上
最
初
の
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
す
る
絶
滅
収
容
所
と
な
っ
た
こ

と
、
ク
ロ
ア
チ
ア
独
立
国
に
住
ん
で
い
た
ユ
ダ
ヤ
人
三
万
九
五
〇
〇

人
の
う
ち
三
万
五
〇
〇
人
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ

ア
の
他
の
被
占
領
地
域
と
違
っ
て
ク
ロ
ア
チ
ア
独
立
国
が
自
ら
の
国

家
機
関
を
通
じ
て
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
を
行
っ
た
こ
と
な
ど
が
紹
介
さ
れ

て
い
る
（Đ

urić 2010: 152

）。
こ
れ
に
続
い
て
「
占
領
下
の
」
セ
ル

ビ
ア
に
お
け
る
事
例
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
サ
イ
ミ
シ
ュ
テ
と
バ
ニ

ツ
ァ
の
強
制
収
容
所
と
そ
こ
で
の
犠
牲
者
に
関
す
る
く
わ
し
い
説
明

や
ト
ポ
ヴ
ス
ケ
・
シ
ュ
ペ
、
ニ
シ
ュ
（
ツ
ル
ヴ
ェ
ニ
・
ク
ル
ス
ト
）、

シ
ャ
ヴ
ァ
ツ
の
収
容
所
へ
の
言
及
が
あ
る
（Đurić 2010: 153-154

）。

Ⅲ
チ
ェ
ト
ニ
ク

第
二
次
世
界
大
戦
中
、
名
目
的
と
は
い
え
独
立
を
達
成
し
た
ク
ロ

ア
チ
ア
と
異
な
り
、
セ
ル
ビ
ア
は
ド
イ
ツ
の
軍
政
下
に
置
か
れ
た
。

一
九
四
一
年
八
月
、
傀
儡
政
権
と
し
て
ミ
ラ
ン
・
ネ
デ
ィ
チ
将
軍
を

首
班
と
す
る
セ
ル
ビ
ア
救
済
政
府
が
形
成
さ
れ
る
一
方
、
各
地
で
抵

抗
運
動
が
激
化
し
て
い
っ
た
。
そ
の
一
つ
が
ヨ
シ
プ
・
ブ
ロ
ズ
・

テ
ィ
ト
ー
率
い
る
パ
ル
チ
ザ
ン
で
あ
り
、
も
う
一
つ
が
ド
ラ
ジ
ャ
・

ミ
ハ
イ
ロ
ヴ
ィ
チ
率
い
る
チ
ェ
ト
ニ
ク
で
あ
っ
た
。
ユ
ー
ゴ
ス
ラ

ヴ
ィ
ア
連
邦
時
代
、
チ
ェ
ト
ニ
ク
は
対
敵
協
力
者
と
み
な
さ
れ
、
肯

定
的
に
評
価
さ
れ
る
こ
と
は
考
え
に
く
か
っ
た
が
、
近
年
そ
の
見
直

し
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
（
柴 

二
〇
〇
九
：
一
五
）。

セ
ル
ビ
ア
の
歴
史
教
科
書
に
は
、
そ
う
し
た
動
き
が
忠
実
に
反
映

さ
れ
て
い
る
。
連
邦
時
代
の
教
科
書
で
は
、
チ
ェ
ト
ニ
ク
は
占
領
軍

と
協
力
を
続
け
、
そ
れ
は
人
民
に
対
す
る
最
大
の
裏
切
り
行
為
で

あ
っ
た
と
の
説
明
が
あ
る
（Cvetković 1982: 68

）。
チ
ェ
ト
ニ
ク

は
ク
ロ
ア
チ
ア
の
ウ
ス
タ
シ
ャ
や
ア
ル
バ
ニ
ア
の
バ
リ
・
コ
ン
バ

タ
ー
ル
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
の
「
白
衛
隊
」
と
同
じ
く
「
国
内
の
裏
切

り
者
」
と
見
な
さ
れ
て
い
た
（D

anilović 1988: 98

）。
し
か
し
、

現
在
の
教
科
書
で
は
、
最
も
組
織
化
さ
れ
た
反
フ
ァ
シ
ス
ト
抵
抗
運

動
と
し
て
チ
ェ
ト
ニ
ク
と
パ
ル
チ
ザ
ン
の
名
前
が
あ
げ
ら
れ
、
両
者

が
当
初
は
協
力
関
係
に
あ
っ
た
が
、
の
ち
に
対
立
し
て
「
内
戦
」
を

引
き
起
こ
し
た
と
さ
れ
て
い
る
（Đ

urić 2010: 140

）。
そ
こ
で
は
、

ミ
ハ
イ
ロ
ヴ
ィ
チ
が
ゲ
リ
ラ
的
な
抵
抗
運
動
を
初
め
て
組
織
化
し
た

こ
と
、
革
命
的
手
法
を
と
っ
た
パ
ル
チ
ザ
ン
と
は
違
っ
て
ド
イ
ツ
軍

に
よ
る
一
般
市
民
へ
の
報
復
を
回
避
す
る
目
的
も
あ
っ
て
待
機
主
義

を
と
っ
た
こ
と
な
ど
、
部
分
的
に
は
肯
定
的
な
評
価
が
な
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
。
パ
ル
チ
ザ
ン
と
の
抗
争
が
始
ま
っ
て
か
ら
の
活

動
に
関
す
る
描
写
も
、
か
つ
て
の
よ
う
に
一
方
的
に
断
罪
す
る
も
の

で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
パ
ル
チ
ザ
ン
側
が
ヤ
イ
ツ
ェ
で

開
催
し
た
第
二
回
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
人
民
解
放
反
フ
ァ
シ
ス
ト
評

議
会
（
Ａ
Ｖ
Ｎ
Ｏ
Ｊ
、
一
九
四
三
年
一
一
月
）
で
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ

ア
の
連
邦
化
を
決
議
し
た
が
、
そ
の
構
想
で
は
セ
ル
ビ
ア
が
マ
ケ
ド

ニ
ア
や
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
を
失
っ
て
領
土
が
縮
小
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
た
点
に
触
れ
た
上
で
、
ミ
ハ
イ
ロ
ヴ
ィ
チ
が
聖
サ
ヴ
ァ
会
議

（
一
九
四
四
年
一
月
）
で
提
示
し
た
連
邦
構
想
で
は
、
す
べ
て
の
セ

ル
ビ
ア
人
が
一
つ
の
単
位
を
構
成
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
と
し

て
、
両
者
を
対
比
さ
せ
て
い
る
の
も
興
味
深
い
（Đ

urić 2010: 147-
148

）。
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
の
教
科
書
は
、
か
つ
て
の
セ
ル
ビ
ア
の
教
科
書
と

同
様
に
、
ウ
ス
タ
シ
ャ
、
バ
リ
・
コ
ン
バ
タ
ー
ル
、「
白
衛
隊
」
な

ど
と
並
ん
で
、
人
民
解
放
運
動
に
敵
対
し
た
傀
儡
・
対
敵
協
力
者
と

し
て
チ
ェ
ト
ニ
ク
の
名
前
を
あ
げ
て
い
る
。
一
方
、
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ

は
イ
タ
リ
ア
の
占
領
下
に
置
か
れ
た
が
、
将
校
や
官
吏
、
ブ
ル
ジ
ョ

ワ
政
党
の
党
員
の
間
で
チ
ェ
ト
ニ
ク
運
動
が
支
持
さ
れ
て
い
た
こ

と
、
ミ
ハ
イ
ロ
ヴ
ィ
チ
の
指
示
に
よ
り
イ
タ
リ
ア
軍
と
協
力
し
て
パ

ル
チ
ザ
ン
と
戦
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
そ
こ
で
バ
ヨ
・
ス
タ
ニ
シ

チ
や
パ
ヴ
レ
・
ジ
ュ
リ
シ
チ
ら
が
活
躍
し
て
一
時
は
優
位
に
立
っ
て

い
た
こ
と
な
ど
が
説
明
さ
れ
て
お
り
（Burzanović 2002: 100-

101

）、
再
評
価
の
過
程
に
あ
る
よ
う
に
も
見
え
る
。

チ
ェ
ト
ニ
ク
に
関
し
て
は
、
ク
ロ
ア
チ
ア
の
教
科
書
に
も
比
較
的

く
わ
し
い
記
述
が
あ
る
。
チ
ェ
ト
ニ
ク
が
「
大
セ
ル
ビ
ア
」
と
ク
ロ

ア
チ
ア
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
で
構
成
さ
れ
る
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
王
国

の
再
興
を
目
指
し
た
こ
と
、
ク
ロ
ア
チ
ア
独
立
国
で
は
ク
ロ
ア
チ
ア

系
・
ム
ス
リ
ム
系
住
民
に
対
す
る
極
悪
非
道
ぶ
り
で
知
ら
れ
た
こ

と
、
ド
イ
ツ
人
や
イ
タ
リ
ア
人
、
時
に
は
ウ
ス
タ
シ
ャ
と
さ
え
手
を

結
ん
で
パ
ル
チ
ザ
ン
に
対
抗
し
た
こ
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
パ
ル
チ
ザ

ン
、
チ
ェ
ト
ニ
ク
、
ウ
ス
タ
シ
ャ
に
よ
る
「
内
戦
」
と
な
っ
た
こ
と

な
ど
が
説
明
さ
れ
て
い
る
（K

oren 2007: 130-134

）。「
大
セ
ル
ビ

ア
」
の
実
現
の
た
め
に
ク
ロ
ア
チ
ア
人
や
ム
ス
リ
ム
人
な
ど
非
セ
ル

ビ
ア
系
住
民
の
「
民
族
浄
化
」
を
行
っ
た
と
す
る
教
科
書
も
あ
る

（Erdelja 2007: 12

）。
多
く
の
教
科
書
が
「
大
セ
ル
ビ
ア
」
構
想
の

地
図
を
掲
載
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
ク
ロ
ア
チ
ア
か
ら
ス
ラ
ヴ
ォ
ニ

ア
地
方
や
ダ
ル
マ
チ
ア
地
方
を
奪
う
懲
罰
的
措
置
を
見
込
ん
で
い
た

こ
と
を
示
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
総
じ
て
チ
ェ
ト
ニ
ク
を
全
面
的

に
否
定
す
る
評
価
が
な
さ
れ
て
お
り
、
あ
る
教
科
書
に
は
「
ま
っ
た

く
史
実
と
異
な
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
セ
ル
ビ
ア
で
は
最
近
に
な
っ



260261 旧ユーゴスラヴィア諸国と第二次世界大戦をめぐる歴史認識

て
チ
ェ
ト
ニ
ク
と
ミ
ハ
イ
ロ
ヴ
ィ
チ
は
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
対
す
る
闘
士

で
あ
っ
た
と
公
式
に
宣
言
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
記
述
も
見
ら
れ
る

（Bekavac 2008: 122

）。
チ
ェ
ト
ニ
ク
に
対
す
る
同
じ
形
で
の
否
定

的
な
評
価
は
、
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
の
教
科
書
に
も
見

ら
れ
る
（H

adžiabdić 2007: 109 ; V
alenta 2007: 137

）。

ク
ロ
ア
チ
ア
に
お
け
る
ク
ロ
ア
チ
ア
独
立
国
の
再
評
価
と
セ
ル
ビ

ア
に
お
け
る
チ
ェ
ト
ニ
ク
の
再
評
価
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
民
の
間
で

十
分
に
支
持
を
得
て
い
る
と
は
言
い
難
い
面
は
あ
る
も
の
の
、
共
産

党
政
権
下
の
連
邦
時
代
に
は
全
面
的
に
否
定
さ
れ
て
い
た
存
在
を
相

対
化
し
て
い
こ
う
と
す
る
動
き
で
あ
り
、
自
ら
の
問
題
に
は
弁
明
的

で
あ
る
一
方
、
相
手
の
問
題
に
は
否
定
的
な
要
素
を
強
調
し
が
ち
で

あ
る
と
い
う
点
で
も
共
通
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
相
対
化

が
、
た
び
た
び
パ
ル
チ
ザ
ン
と
そ
の
他
の
「
内
戦
」
当
事
者
の
「
国

民
和
解
」
を
背
景
と
し
て
い
る
点
も
見
逃
せ
な
い
。
こ
れ
と
関
連
し

て
、
連
邦
時
代
に
は
英
雄
神
話
の
ご
と
く
語
ら
れ
て
い
た
パ
ル
チ
ザ

ン
に
関
し
て
も
、
次
章
で
紹
介
す
る
よ
う
に
否
定
的
な
要
素
が
取
り

上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

Ⅳ
パ
ル
チ
ザ
ン
の
「
蛮
行
」

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
連
邦
時
代
と
比
べ
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
の

終
戦
に
関
す
る
記
述
が
最
も
大
き
く
変
化
し
た
の
は
ク
ロ
ア
チ
ア
で

あ
る
。
現
在
、
ク
ロ
ア
チ
ア
に
お
け
る
教
科
書
の
多
く
は
、
第
二
次

世
界
大
戦
に
関
す
る
章
を
パ
ル
チ
ザ
ン
に
よ
る
犯
罪
行
為
と
し
て
の

「
ブ
ラ
イ
ブ
ル
ク
の
悲
劇
」
と
「
十
字
架
の
道
行
」
で
締
め
括
っ
て

い
る
。「
ブ
ラ
イ
ブ
ル
ク
の
悲
劇
」
と
は
、
一
九
四
五
年
五
月
、
パ

ル
チ
ザ
ン
に
よ
る
ク
ロ
ア
チ
ア
全
土
の
解
放
に
前
後
し
て
ク
ロ
ア
チ

ア
軍
が
多
数
の
民
間
人
と
と
も
に
国
外
に
脱
出
し
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア

に
進
駐
し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
軍
に
保
護
を
求
め
た
が
、
こ
れ
を
拒
ま

れ
、
ブ
ラ
イ
ブ
ル
ク
で
パ
ル
チ
ザ
ン
に
引
き
渡
さ
れ
た
と
さ
れ
る
事

件
で
あ
る
。
彼
ら
が
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
各
地
の
収
容
所
に
連
行
さ

れ
、
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
た
行
程
を
「
十
字
架
の
道
行
」
と
呼

ぶ
。
い
ず
れ
も
亡
命
政
治
家
ら
が
一
九
六
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
に

か
け
て
証
言
集
等
を
刊
行
し
て
い
た
が＊

１２

、
本
国
で
は
タ
ブ
ー
視
さ

れ
、少
な
く
と
も
教
科
書
に
記
載
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た（D

izdar 
2005: 118

）。
し
か
し
、
ク
ロ
ア
チ
ア
独
立
前
後
か
ら
こ
の
問
題
に

関
心
が
寄
せ
ら
れ
、
多
く
の
文
献
が
刊
行
さ
れ
る
と
と
も
に
、
一
九

九
六
年
に
は
ク
ロ
ア
チ
ア
議
会
が
「
ブ
ラ
イ
ブ
ル
ク
の
悲
劇
」
が
起

こ
っ
た
五
月
一
五
日
前
後
の
日
曜
日
を
「
ク
ロ
ア
チ
ア
の
自
由
・
独

立
闘
争
の
犠
牲
者
」
の
記
念
日
と
し＊

１３

、
ク
ロ
ア
チ
ア
国
内
で
の
式
典

や
ブ
ラ
イ
ブ
ル
ク
へ
の
訪
問
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
記
念
日
と
し

て
法
制
化
さ
れ
る
以
前
の
一
九
九
五
年
五
月
一
四
日
か
ら
一
五
日
に

か
け
て
、
す
で
に
ク
ロ
ア
チ
ア
議
会
に
よ
っ
て
大
規
模
な
五
〇
周
年

記
念
式
典
が
組
織
さ
れ
て
い
る
（Pavlaković 2009: 185 ＊

１４

）。
二
〇

一
〇
年
に
は
ヤ
ド
ラ
ン
カ
・
コ
ソ
ル
首
相
ら
政
府
代
表
団
が
五
月
一

〇
日
に
ブ
ラ
イ
ブ
ル
ク
を
公
式
訪
問
し
た
ほ
か
、
イ
ヴ
ォ
・
ヨ
シ
ポ

ヴ
ィ
チ
大
統
領
が
六
月
二
二
日
の
「
反
フ
ァ
シ
ス
ト
闘
争
の
日
」
の

直
前
（
六
月
二
〇
日
）
に
ク
ロ
ア
チ
ア
大
統
領
と
し
て
初
め
て
ブ
ラ

イ
ブ
ル
ク
と
テ
ズ
ノ
を
訪
問
し
た
。
テ
ズ
ノ
は
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
の
マ

リ
ボ
ル
郊
外
に
あ
り
、
こ
こ
で
パ
ル
チ
ザ
ン
に
引
き
渡
さ
れ
た
人
々

が
殺
害
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
は
「
ク

ロ
ア
チ
ア
の
民
族
的
殉
教
地
」
と
し
て
極
右
勢
力
の
シ
ン
ボ
ル
と

な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
（
佐
原 

二
〇
〇
八
：
五
八
）、
ス
テ
ィ
エ

パ
ン
・
メ
シ
チ
前
大
統
領
を
は
じ
め
と
し
て
批
判
的
な
立
場
を
と
る

政
治
家
も
多
い＊

１５

。

ク
ロ
ア
チ
ア
で
独
立
直
後
の
一
九
九
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
教
科
書

に
お
い
て
、
す
で
に
「
ブ
ラ
イ
ブ
ル
ク
で
の
犯
罪
と
ク
ロ
ア
チ
ア
民

族
の
十
字
架
の
道
行
」
と
題
す
る
節
が
設
け
ら
れ
て
い
た
（Perić 

1992: 112

）。「
十
字
架
の
道
行
」
に
関
し
て
は
、
一
九
九
一
年
の
読

本
（
副
教
材
）
で
言
及
さ
れ
た
の
が
最
初
で
あ
る
と
さ
れ
る

（Grahek 2004: 643

）。
一
九
九
二
年
の
教
科
書
の
枠
組
み
に
基
づ

い
て
新
た
な
学
習
指
導
要
領
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
現
在

に
い
た
る
ま
で
、
こ
の
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
な
い
教
科
書
は
存
在
せ

ず
、
一
頁
か
ら
三
頁
程
度
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
非
常
に
く
わ
し
い

共
産
党
に
よ
る
収
容
所
や
「
処
刑
地
」
を
含
む
「
十
字
架
の
道
行
」

の
地
図
を
掲
載
す
る
教
科
書
や
歴
史
地
図
帳
も
あ
る＊

１６

。
と
く
に
「
処

刑
地
」
は
視
覚
効
果
を
狙
っ
て
か
髑
髏
の
絵
記
号
で
示
さ
れ
て
い
る

も
の
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
先
行
す
る
『
ク
ロ
ア
チ
ア
歴
史
地
図
帳
』

の
影
響
と
も
考
え
ら
れ
る＊

１７

。「
十
字
架
の
道
行
」
に
関
連
し
て
多
数

の
犠
牲
者
を
出
し
た
土
地
と
し
て
、
ブ
ラ
イ
ブ
ル
ク
に
加
え
て
ス
ロ

ヴ
ェ
ニ
ア
領
の
テ
ズ
ノ
と
コ
チ
ェ
ウ
ス
キ
・
ロ
グ
、
ク
ロ
ア
チ
ア
領

の
ヤ
ゾ
ヴ
カ
と
マ
ツ
ェ
リ
ス
カ
・
シ
ュ
マ
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る

（Bekavac 2008: 131

）。

こ
れ
ら
の
事
件
に
よ
る
犠
牲
者
数
も
、
そ
の
民
族
的
帰
属
や
一
般

市
民
の
比
率
な
ど
を
含
め
て
、
し
ば
し
ば
論
争
の
対
象
と
な
っ
て
い

る
。
当
事
者
と
も
い
え
る
共
産
党
政
権
が
不
完
全
な
記
録
し
か
残
さ

ず
、
イ
ギ
リ
ス
も
軍
事
機
密
扱
い
と
し
て
文
書
を
公
開
し
て
い
な
い

た
め
、
未
だ
に
正
確
に
は
把
握
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の

た
め
、
個
別
研
究
に
お
け
る
推
計
値
に
は
六
万
人
か
ら
六
〇
万
人
ま

で
極
端
に
開
き
が
あ
る
（D

izdar 2005: 187

）。

当
然
な
が
ら
、
こ
う
し
た
問
題
点
は
必
ず
し
も
出
典
を
示
す
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
な
い
歴
史
教
科
書
に
も
反
映
さ
れ
て
お
り
、
曖
昧

か
つ
不
統
一
な
記
述
が
見
ら
れ
る
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
独

立
直
後
の
教
科
書
は
犠
牲
者
が
誰
で
あ
る
か
を
特
定
せ
ず
に
五
万
人

か
ら
三
〇
万
人
と
い
う
数
字
を
挙
げ
て
お
り
（Perić 1992: 112

）、

中
等
教
育
段
階
の
教
科
書
が
「
多
元
化
」
さ
れ
た
際
に
も
継
承
さ
れ

た
（V

ujčić 1998: 179

）。
こ
の
数
字
は
二
〇
〇
〇
年
前
後
に
刊
行

さ
れ
た
新
た
な
教
科
書
で
は
下
方
修
正
さ
れ
た
も
の
の
、
現
在
で
も

犠
牲
者
が
誰
で
あ
る
か
を
特
定
せ
ず
に
数
万
人
と
す
る
も
の

（Erdelja 2007: 154

）
か
ら
ク
ロ
ア
チ
ア
人
だ
け
で
も
五
万
人
と
す

る
も
の
（K

olar-D
im

itrijević 2003: 126

）、
さ
ら
に
ク
ロ
ア
チ
ア
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人
だ
け
で
も
最
大
七
万
人
と
す
る
も
の
（Bekavac 2008: 130

）
ま

で
幅
が
あ
る
。
こ
こ
で
最
大
七
万
人
と
記
載
し
て
い
る
教
科
書
は
ヤ

セ
ノ
ヴ
ァ
ツ
と
ス
タ
ラ
・
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
カ
に
お
け
る
犠
牲
者
数
を

七
万
二
千
人
と
記
載
し
て
い
る
も
の
と
同
じ
で
あ
り
、
ウ
ス
タ
シ
ャ

と
パ
ル
チ
ザ
ン
の
犯
罪
行
為
を
相
対
化
す
る
意
図
が
あ
る
こ
と
も
指

摘
さ
れ
て
い
る
（K

oren 2009: 255

）。

セ
ル
ビ
ア
の
最
新
の
教
科
書
に
も
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
逃
れ
た
反

パ
ル
チ
ザ
ン
勢
力
の
人
々
が
イ
ギ
リ
ス
軍
政
当
局
に
追
い
返
さ
れ
、

コ
チ
ェ
ウ
ス
キ
・
ロ
グ
や
ブ
ラ
イ
ブ
ル
ク
で
殺
害
さ
れ
た
と
の
記
述

が
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
時
期
の
パ
ル
チ
ザ
ン
に
よ
る
犠
牲
者
数
と
し

て
最
大
一
〇
万
人
と
い
う
数
字
を
あ
げ
て
い
る
（Đ

urić 2010: 
150

）。
一
方
、
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
の
教
科
書
か
ら
受
け
る
印
象
は
か
な
り
異

な
る
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
方
面
に
逃
れ
よ
う
と
し
た
人
々
は
、
パ
ル
チ

ザ
ン
に
国
境
地
帯
で
捕
ま
る
か
イ
ギ
リ
ス
軍
に
よ
っ
て
彼
ら
に
引
き

渡
さ
れ
た
が
、
そ
の
一
部
は
殺
さ
れ
た
も
の
の
、
残
り
は
裁
判
に
か

け
ら
れ
た
り
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
軍
に
編
入
さ
れ
た
り
し
た
こ
と
が

明
記
さ
れ
て
い
る
（Burzanović 2002: 93

）。
ク
ロ
ア
チ
ア
な
ど

と
異
な
り
、
パ
ル
チ
ザ
ン
の
犯
罪
行
為
を
糾
弾
す
る
よ
う
な
記
述
は

見
ら
れ
な
い
。

ま
た
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
の
教
科
書
は
、
多
数
の
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
人

が
国
外
に
脱
出
し
た
こ
と
に
加
え
（Razpotnik 2005: 111

）、
コ

チ
ェ
ウ
ス
キ
・
ロ
グ
な
ど
で
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
郷
土
防
衛
隊
（
ド
モ
ブ

ラ
ン
ツ
ィ
）の
大
半
が
殺
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
が（D

olenc 
2003: 105 ; K

ern 2003: 141

）、
必
ず
し
も
ク
ロ
ア
チ
ア
の
よ
う
に

民
族
的
悲
劇
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
二

〇
〇
五
年
に
大
戦
中
お
よ
び
終
戦
直
後
の
「
集
団
墓
地
」
に
関
す
る

政
府
の
調
査
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
各
地
で
発
掘
を
続
け
た
成
果
が

あ
ら
わ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら＊

１８

、
今
後
は
パ
ル
チ
ザ
ン
の
犯
罪
行
為

に
関
す
る
記
述
が
変
わ
っ
て
い
く
可
能
性
も
あ
る
。
な
お
、
ク
ロ
ア

チ
ア
が
重
視
す
る
ブ
ラ
イ
ブ
ル
ク
（
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
語
で
は
プ
リ
ベ

ル
ク
）
や
テ
ズ
ノ
と
い
っ
た
地
名
は
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
の
教
科
書
に
は

登
場
せ
ず
、
ブ
ラ
イ
ブ
ル
ク
と
同
じ
よ
う
な
事
態
が
起
こ
っ
た
オ
ー

ス
ト
リ
ア
の
フ
ィ
ク
ト
リ
ン
グ
（
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
語
で
は
ヴ
ェ
ト
リ

ン
）
の
事
例
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
す
で
に
共
産
党
政
権
か
ら
の
継
承
性
が
ほ
と
ん
ど

見
ら
れ
な
い
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
国
で
は
、
パ
ル
チ
ザ
ン
の
評

価
は
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
と
く
に
終
戦
前
後
に
行
わ
れ
た

「
蛮
行
」
に
関
し
て
は
、
ク
ロ
ア
チ
ア
を
筆
頭
と
し
て
、
き
わ
め
て

批
判
的
に
描
く
こ
と
も
多
く
な
っ
た
。
む
ろ
ん
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ

ア
を
連
邦
国
家
と
し
て
再
建
し
た
共
産
党
主
導
の
人
民
解
放
運
動
そ

の
も
の
が
否
定
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
が
、
新
た
な
史
料
の
公
開
が
進

め
ば
、
さ
ら
に
多
く
の
問
題
点
が
露
呈
す
る
可
能
性
は
高
い
。
皮
肉

に
も
、
そ
れ
自
体
は
歴
史
認
識
の
共
有
に
つ
な
が
る
要
素
と
な
る
か

も
し
れ
な
い
。

む
す
び
に
か
え
て

近
年
、
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
国
に
お
け
る
歴
史
認
識
の
相
違

を
多
少
な
り
と
も
補
正
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
数
多
く
の
国
際
会

議
や
共
同
研
究
が
行
わ
れ
、
そ
の
成
果
が
各
国
の
歴
史
学
や
歴
史
教

育
に
反
映
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
二
〇
一
一
年
度
に
は
セ
ル
ビ
ア
で
も
教

科
書
の
「
多
元
化
」
が
本
格
化
し
、
競
争
的
な
環
境
の
な
か
で
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
教
科
書
の
個
々
の
問
題
点
が
改
善
さ
れ
て
い
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。
も
は
や
、
歴
史
教
科
書
こ
そ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合

過
程
へ
の
参
入
の
妨
げ
に
な
る
と
い
わ
れ
た
時
期
と
は
状
況
が
異
な

る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
（Goldstein 2000: 25

）。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
よ
う
な
個
々
の
事
象
に
関
す

る
評
価
の
違
い
は
各
国
の
歴
史
教
科
書
の
記
述
か
ら
も
歴
然
と
し
て

お
り
、
い
っ
た
ん
成
立
し
た
国
民
史
か
ら
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
民

族
に
共
有
さ
れ
る
広
範
な
地
域
史
に
回
帰
す
る
動
き
が
見
ら
れ
る
わ

け
で
も
な
い
。
な
お
国
家
間
・
民
族
間
の
対
立
が
解
消
し
て
い
な
い

地
域
に
あ
っ
て
、
相
互
の
無
関
心
や
無
理
解
が
ふ
た
た
び
不
和
を
助

長
す
る
危
険
性
も
あ
る
。
住
民
の
多
く
に
共
有
さ
れ
る
新
た
な
歴
史

認
識
を
生
み
だ
す
努
力
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

◉
注

＊ 

１ 

教
育
制
度
自
体
、
各
共
和
国
で
若
干
の
違
い
が
生
じ
る
場
合
も

あ
っ
た
が
、
初
等
教
育
（
小
学
校
＝
義
務
教
育
）
が
八
年
間
、
中
等
教

育
が
四
年
間
で
、
と
く
に
小
学
校
五
〜
八
年
生
向
け
に
「
歴
史
」
が
存

在
し
、
五
年
生
で
古
代
史
、
六
年
生
で
中
世
・
近
世
史
、
七
年
生
で
近

代
史
（
第
一
次
世
界
大
戦
を
含
む
）、
八
年
生
で
現
代
史
を
学
ぶ
こ
と
、

各
学
年
で
異
な
る
教
科
書
を
用
い
る
こ
と
な
ど
は
共
通
し
て
い
た
。
ま

た
、
ク
ロ
ア
チ
ア
の
シ
ュ
コ
ル
ス
カ
・
ク
ニ
ガ
社
や
セ
ル
ビ
ア
の
教
科

書
・
教
材
局
の
よ
う
に
各
共
和
国
に
独
占
的
な
教
科
書
出
版
社
（
ま
た

は
そ
れ
に
該
当
す
る
国
家
機
関
）
が
存
在
し
た
が
、
教
科
書
自
体
は
す

べ
て
異
な
る
わ
け
で
は
な
く
、
同
じ
教
科
書
が
複
数
の
共
和
国
で
共
用

さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

＊ 

２ 

ク
ロ
ア
チ
ア
と
セ
ル
ビ
ア
を
除
き
、
初
等
教
育
は
九
年
制
に
移
行

し
つ
つ
あ
り
、「
歴
史
」
は
六
〜
九
年
生
向
け
の
科
目
と
な
っ
た
。
ま

た
、
各
学
年
の
時
代
区
分
も
多
様
化
し
、
た
と
え
ば
セ
ル
ビ
ア
で
は
五

年
生
で
古
代
史
、
六
年
生
で
中
世
史
、
七
年
生
で
近
世
・
近
代
史
（
一

八
七
八
年
ま
で
）、
八
年
生
で
近
現
代
史
を
、
ま
た
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
で

は
六
年
生
で
導
入
、
七
年
生
で
古
代
・
中
世
史
、
八
年
生
で
近
世
・
近

代
史
（
第
一
次
世
界
大
戦
を
含
ま
な
い
）、
九
年
生
で
現
代
史
を
学
ぶ

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

＊ 

３ 

第
二
次
世
界
大
戦
を
取
り
上
げ
て
い
る
歴
史
教
科
書
（
小
学
校
八

年
生
ま
た
は
九
年
生
向
け
）
に
関
し
て
い
え
ば
、
ク
ロ
ア
チ
ア
は
四
種

類
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
は
三
種
類
、
セ
ル
ビ
ア
は
五
種
類
か
ら
選
択
す
る

形
を
と
っ
て
い
る
（
各
国
教
育
省
の
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
た
二
〇
一
一

年
度
教
科
書
目
録
に
よ
る
）。
そ
の
他
の
国
々
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
移

行
期
に
あ
た
る
た
め
、
教
科
書
の
取
り
扱
い
も
流
動
的
で
あ
る
。
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＊ 

４ 

ク
ロ
ア
チ
ア
に
お
け
る
小
学
校
八
年
生
向
け
歴
史
教
科
書
の
事
例

で
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
に
関
す
る
記
述
は
一
九
六
三
年
版
で
六
五
頁

（Đ
uranović 1963: 93-157

）、
一
九
七
六
年
版
で
八
一
頁
（Jelić 

1976: 43-123

）、
一
九
八
七
年
版
で
九
四
頁
に
達
し
て
い
た
が

（Lovrenčić 1987: 77-170

）、
独
立
後
の
一
九
九
二
年
版
で
三
四
頁

（Perić 1992: 81-114

）、
一
九
九
八
年
版
で
二
四
頁
に
ま
で
激
減
し
た

（Perić 1998: 63-86
）。
現
行
教
科
書
四
種
類
は
三
二
〜
五
二
頁
を
第
二

次
世
界
大
戦
に
あ
て
て
い
る
が
（Đ

urić 2007: 83-113 ; Erdelja 
2007: 112-159 ; K

oren 2007: 103-154 ; Bekavac 2008: 88-135

）、

大
判
化
し
て
お
り
情
報
量
は
多
い
。
な
お
、
同
じ
く
セ
ル
ビ
ア
の
場

合
、
一
九
八
二
年
版
で
五
九
頁
、
一
九
九
三
年
版
で
三
二
頁
、
二
〇
〇

五
年
版
で
三
八
頁
と
な
っ
て
い
る
（Cvetković 1982: 54-112 ; 

Gaćeša 1993: 97-138 ; Rajić 2005: 125-162
）。
こ
こ
で
も
、
教
科
書

の
「
多
元
化
」
に
伴
い
、
現
行
教
科
書
で
は
三
〇
頁
か
ら
五
五
頁
ま
で

幅
が
あ
る
（Ljušić 2010: 149-203 ; Pavlović 2011: 97-126

）。

＊ 

５ 

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
全
体
で
の
犠
牲
者
数
を
あ
げ
る
ケ
ー
ス
は
少

な
い
が
、
ク
ロ
ア
チ
ア
の
教
科
書
で
一
〇
二
万
七
千
人
（Erdelja 

2007: 158

）、
セ
ル
ビ
ア
の
教
科
書
で
一
五
〇
万
人
（Đ

urić 2010: 
128

）、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
の
教
科
書
で
一
六
二
万
八
千
人
（D

olenc 
2003: 85

）
と
い
っ
た
数
値
が
見
ら
れ
る
。
ク
ロ
ア
チ
ア
の
数
値
は
ヴ

ラ
デ
ィ
ミ
ル
・
ジ
ェ
リ
ャ
ヴ
ィ
チ
の
研
究
成
果
か
ら
引
用
し
た
と
思
わ

れ
る
（Žerjavić 1989: 71

）。
連
邦
時
代
の
公
式
発
表
で
は
一
七
〇
万

六
千
人
と
さ
れ
、
教
科
書
に
も
反
映
さ
れ
て
い
た
（Cvetković 1982: 

112

）。

＊ 

６ 

ロ
ジ
ュ
マ
ン
は
軍
事
法
廷
に
お
け
る
欠
席
裁
判
で
対
敵
協
力
の
有

罪
判
決
を
受
け
た
も
の
の
、
実
際
に
は
国
外
に
逃
亡
し
て
受
刑
し
な

か
っ
た
。
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
独
立
後
に
名
誉
回
復
の
動
き
が
強
ま
り
、
二

〇
〇
七
年
に
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
最
高
裁
で
有
罪
判
決
を
無
効
と
し
て
地
方

裁
判
所
に
差
し
戻
す
判
決
が
下
さ
れ
て
い
る
（T

he Slovenia T
im

es, 
11. 10. 2007

）。
独
立
後
の
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
で
は
「
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

と
の
国
民
和
解
」
が
進
ん
だ
と
さ
れ
る
（
柴 

二
〇
〇
九
：
一
二
）。

＊ 

７ 

ヤ
セ
ノ
ヴ
ァ
ツ
・
メ
モ
リ
ア
ル
・
エ
リ
ア
は
か
つ
て
ボ
ス
ニ
ア
・

ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
の
ド
ー
ニ
ャ
・
グ
ラ
デ
ィ
ナ
地
区
を
含
ん
で
い
た

が
、
連
邦
解
体
後
に
ド
ー
ニ
ャ
・
グ
ラ
デ
ィ
ナ
・
メ
モ
リ
ア
ル
・
エ
リ

ア
と
し
て
分
離
し
た
。
現
在
で
は
強
制
収
容
所
か
ら
の
「
解
放
」
記
念

日
に
あ
た
る
四
月
二
二
日
前
後
に
ク
ロ
ア
チ
ア
政
府
が
ヤ
セ
ノ
ヴ
ァ
ツ

で
、
ま
た
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
を
構
成
す
る
セ
ル
ビ
ア
人

共
和
国
が
ド
ー
ニ
ャ
・
グ
ラ
デ
ィ
ナ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
記
念
式
典
を
開
催

し
て
お
り
、
そ
こ
で
の
政
治
家
ら
の
発
言
が
物
議
を
醸
す
こ
と
も
多

い
。
四
月
二
二
日
は
セ
ル
ビ
ア
で
は
「
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
ウ
ス
タ

シ
ャ
の
ク
ロ
ア
チ
ア
独
立
国
で
セ
ル
ビ
ア
人
、
ユ
ダ
ヤ
人
、
ロ
マ
に
対

し
て
な
さ
れ
た
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
犠
牲
者
を
追
悼
す
る
日
」
と
さ
れ
て

お
り
、
二
〇
一
〇
年
の
ド
ー
ニ
ャ
・
グ
ラ
デ
ィ
ナ
の
式
典
に
は
ボ
リ

ス
・
タ
デ
ィ
チ
大
統
領
が
出
席
し
た
。

＊ 

８ 

ザ
グ
レ
ブ
大
司
教
・
枢
機
�
の
フ
ラ
ニ
ョ
・
ク
ハ
リ
チ
は
四
万

人
、
ク
ロ
ア
チ
ア
初
代
大
統
領
フ
ラ
ニ
ョ
・
ト
ゥ
ジ
マ
ン
は
五
万
人
と

い
う
数
字
を
挙
げ
た
と
さ
れ
る
（M

irković 2000: 6

）。

＊ 
９ 

二
〇
一
〇
年
四
月
一
八
日
ま
で
の
調
査
結
果
。
民
族
的
帰
属
が
特

定
さ
れ
た
犠
牲
者
の
内
訳
は
、
セ
ル
ビ
ア
人
が
四
万
五
九
二
三
人
、
ロ

マ
が
一
万
六
〇
四
五
人
、
ユ
ダ
ヤ
人
が
一
万
二
七
六
五
人
、
ク
ロ
ア
チ

ア
人
が
四
一
九
七
人
、
ム
ス
リ
ム
が
一
一
一
三
人
と
な
っ
て
い
る

（http://w
w

w
.jusp-jasenovac.hr/

）。

＊ 

10 

「
セ
ル
ビ
ア
人
に
対
す
る
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
」（K

oren 2007: 127

）

以
外
で
は
、「
セ
ル
ビ
ア
人
に
対
す
る
抑
圧
的
政
策
」（Đ

urić 2007: 
90

）、「
セ
ル
ビ
ア
系
住
民
に
対
す
る
テ
ロ
ル
」（Erdelja 2007: 

128

）、「
セ
ル
ビ
ア
系
住
民
の
大
規
模
な
殺
害
」（Bekavac 2008: 

101

）
な
ど
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。

＊ 

11 
P

riprem
a za D

an sjećanja na holokaust. U
pute 

nastavnicim
a, Zagreb: M

inistarstvo znanosti, obrazovanja i 
športa, 2006. 

＊ 

12 
Ivo B

ogdan, ed., L
a tragedia de B

leiburg

（Studia 
Croatica

）, Buenos A
ires: Instituto de Cultura Croata, 1963 ; 

John Prcela et al. eds., O
peration Slaughterhouse. E

yew
itness 

A
ccounts of Postw

ar M
assacres in Y

ugoslavia, Philadelphia: 
D

orrance, 1970 ; V
inko N

ikolić, ed., B
leiburška tragedija 

hrvatskog naroda, M
ünchen and B

arcelona: K
njižnica 

H
rvatske revije, 1976.

な
ど
。

＊ 

13 
Zakon o blagdanim

a, spom
endanu i neradnim

 danim
a u 

Republici H
rvatskoj. N

arodne novine, br. 33, 1996.

＊ 

14 
O

dluka o osnivanju O
dbora za obilježavanje 50. 

obljetnice Bleiburških žrtava i žrtava K
rižnog puta. N

arodne 
novine, br. 20, 1995.

＊ 

15 
Jutarnji list. 22. 06. 2010.

（http://w
w

w
.jutarnji.hr/

）（
二

〇
一
〇
年
六
月
二
二
日
）
ほ
か
参
照
。

＊ 

16 

「
十
字
架
の
道
行
」
の
地
図
を
掲
載
し
て
い
る
教
科
書
は
ア
ル
フ
ァ

社
の
も
の
の
み
（Jurčević 2004: 99 ; Bekavac 2008: 131

）。
別
冊

歴
史
地
図
帳
で
は
、
シ
ュ
コ
ル
ス
カ
・
ク
ニ
ガ
社
と
ア
ル
フ
ァ
社
の
も

の
が
あ
る
（Brkljačić 2007: 33 ; Ivanković 2008: 41

）。

＊ 

17 
K

rešim
ir Regan, ed., H

rvatski povijesni atlas, Zagreb: 
Leksikografski zavod M

iroslav K
rleža, 2003, p.292. 

「
第
三
帝

国
」
の
強
制
収
容
所
や
チ
ェ
ト
ニ
ク
の
犯
罪
が
行
わ
れ
た
と
さ
れ
る
場

所
、
さ
ら
に
い
え
ば
「
祖
国
戦
争
」
に
お
い
て
セ
ル
ビ
ア
人
側
の
犯
罪

が
行
わ
れ
た
と
さ
れ
る
場
所
と
同
じ
髑
髏
の
絵
記
号
を
用
い
て
い
る
こ

と
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
（K

oren 2009: 257-260

）。

＊ 

18 

二
〇
〇
七
年
末
ま
で
に
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
国
内
五
七
一
ヵ
所
の
「
集
団
墓

地
」
の
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る（Ferenc 2008: 155

）。
現
在
五
九
四
ヵ
所

で
調
査
が
進
み
、
犠
牲
者
数
の
推
計
は
八
万
人
以
上
に
上
る
と
さ
れ
る
。

Slobodna D
alm

acija. 10. 01. 2011.（http://w
w

w
.slobodnadalm

acija.
hr/

）（
二
〇
一
一
年
一
月
一
〇
日
）
参
照
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